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「マスターに聞いたり、ＣＭＭやプロセス改善

の外部のセミナーから仕入れてきたことを、い

ろいろやってみているんですが、どれも、うま

くいかなくて。・・・疲れちゃいますよ」

「何か、移り気すぎないか？　微調整というの

も必要なんだけどね」

といって、いつものコーヒーを用意する。

カウンターの奥で、左門司さんが、このやり取

りを楽しそうに聞いている。

「私だって、若い頃に本などで新しい方法を

知ったときも、簡単にはうまくいかなかった

よ。でも諦めなかったね。どこかやり方が違っ

ているのではないかと、本を読み直して、見落

としたことはないかと探したね。そうしたら

何ヶ所か見つかる。そうしてまた工夫する」

「そのことは、以前にもマスターから言われた

ことがあるので、何度か読み直しているのです

が・・・」

「なるほど、それでもダメかね。う～ん、じゃ

もう一つの問題かな」

「もう一つって？」

「文化や前提が、自分たちのものと違っている

ということだね。これは、当時も何度か引っ掛

かった。本を読み直してもなかなか見つからな

いからね」

「前提が違うってどういうことでしょうか？」

「そうだな。たとえばＣＭＭのTR-25の〈O-

52〉ページに変な図が書かれてあるが、あの図

についての説明はTR-25のどこにもない。ＣＭ

Ｍｉになると、この図は姿を消す。つまり、こ

の図は“説明する必要はないよね”、“分かっ

ているよね”と言っているのだが、日本では、

この図の意味が分からないのではないかな。こ

の意味が分からないと、いろいろと引っ掛かっ

てしまう。これが前提の違いだ」

「マスター、それってものすごい障壁になりま

せんか？」

「確かにね。ことによっては簡単には

越えられないかもね」

「ＣＭＭがらみで他にもあるよ」

「何ですか？」

「『要件管理』に先行して、いわゆる『要件開

発』に取りかかることも前提となっているが、

それもどこにも書いていない。ＣＭＭｉの

Staged Modelにも見当たらない。Continuous

Modelの方には書かれているようだが、私自身

は確認していない、これも前提だね」

「それって、僕らみたいに上手くできない者に

とっては、厄介ですよ』

これ以上は話しを進めることはできないので、

話題を元に戻すことにする。

「確かにね。でもこんな厄介なものばかりでは

ない。むしろ、やり方を工夫してい

る中で気がつくことも多い。どうす

れば上手く行く方法に気付くかだ

が、あなたは今日店に入ってきたと

きに“なかなかうまくいかなくて”

日本でも、ＣＭＭの活動に取り組まれるように

なって、早い組織では１０年ぐらい経っている

だろう。その中で、うまく取り組めた組織は、

そろそろ効果が表面に出始めていると思われ

る。ここに来るエンジニアの話しを聞いていて

も、半分は反動で足が止まっている。中には、

懲りてしまった感じの人たちもいる。「習慣」

との戦いであることに、上級マネージャーが気

付いていないのだろう。

そこに見慣れない客が入ってきた。

「こんにちわ」

「いらっしゃい」

ゆっくりとカウンターの方に進んできて、

「清水さんですよね」と言われて、その人の顔

をまじまじと見てしまった。しばらくたって、

「あっ、あなたはもしかして左門司さん？」

たしか、汎用機から組み込みに転向してしばら

く経ったときの客先のエンジニアだった。しば

らく私と一緒に仕事をしたことがある。

「覚えていてくれましたか。清水さんは、名前

と顔を覚えるのが苦手だとおっしゃっていまし

たので、無理かなと思っていたのですが、うれ

しいですね」

「普通は覚えられないのですがね。なぜか覚え

てましたね。自分でもすごいなと思います。た

ぶん、記憶に残るような仕事ができたからで

しょうね。どうぞ、奥のカウンターに」

とカウンターの奥の席をすすめた。

この人は、私よりも５歳ほど年上だったと思

う。あの頃は、設計方法や仕様の書き方など

で、いろいろと話しをしたし、実際にやってみ

ては効果を確認しあったりしたもんだ。こうい

う人と仕事ができたことが、私の人生を豊かに

してくれていると思うと、大変ありがたい。

「ところで、今日はどうしてこんなところ

に？」

「先週、昔の職場の若い人に会う機会があって

ね、ここに面白い喫茶店があると言うんだよ

ね。マスターの名前を聞いたとき、もしかする

とあなたではないかという気がしたのでね」

「あのころは、若かったから、何でも挑戦でき

たですね」

と、いろいろと昔の話しから、二人のその後の

話しをしている時に、ドアが開いて客が入って

きた。この客は、月に１，２度顔を見せる。

「おや、早いね。まだ３時だよ」

「今日は疲れたから、早く帰ることにしたよ」

といって、カウンターの端に座った。

「じゃ、昨夜は徹夜でもしたのかね」

「良くわかりますね。マスターは徹夜ってやっ

たことがありますか」

「少しはあるけど、ドジを踏んでの徹夜はして

いないよ。コンピュータの予約時間の関係だと

か、最終調整の場面などではやっているけど」

「そうか。そうですよね」

と面白くなさそうな顔になった。
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と言ったよね」

「はい」

「“うまくいかない”って、何をもって判断し

たのかな？」

「今回は、要求仕様の書き方と、他に３つほど

やり方や成果物の構成を変えてみたのですが、

やはり納期は２ヶ月遅れてしまいました」

「今回の取り組みも失敗と言うわけだ」

「２０％以上の遅延ですからね。成功とは言え

ませんよね」

「それで、他の方法を探すというのでは、永久

にうまくできる経験は得られないだろうな」

「それじゃ、どうすればいいんですか？」

「まず、尋ねるが、本心から“うまくやりたい

のかね”。本心から“仕事を楽しくしたいのか

ね”。最初に、ここをはっきりさせないと、前

に進まないからね」

「・・・・」

カウンターの前で下を向いて黙ってしまった。

今まで、こんなことを考えたこともなかったの

だろう。私のコンサルティングの経験からも、

相談に来る人の半分以上は、“本心”から願っ

ていない。だから“できない状況”に遭遇して

は胸を張って戻ってくることもある。

「マスター。ごめんなさい。今、初めて目が覚

めました。自分で自分を誤魔化していたことに

気がつきました。見せかけていたことに気がつ

きました。ごめんなさい」

といって、下唇を噛みしめている。その目に

は、うっすら涙も浮かんでいる。それを見て、

そっとコーヒーのお替わりを差し出した。

カップを手にして、一口啜るまで間を置いた。

「Excel で要求仕様を書いてみたのだろうか

ら、たとえば、機能別に仕様の項目数、ソース

の行数、バグの件数を集めてごらん」

カウンターの前で、ノートを取りだしてメモを

している。どうやら、データをとる目的に気が

ついたようだ。

「これで、機能別にバグの発生率を出したり、

仕様項目数との発生率がだせますね。ただ、

ソースの行数は、複数の機能に共通のものもあ

りますので、適当に案分していいですよね」

人の心は一瞬にして入れ替わることがある。お

そらく、店に来た時の彼なら、“共通するもの

があるので計算できない”と反応しただろう。

「機能別にそのような数字を出して何に使うか

分かっているかな？」

ノートに、表を書いて様子をイメージしてい

る。しばらくして、

「分かりました。機能別にバグの発生率の

『差』を見るのですね。マスターは以前、デー

タは適切に組み合わせると、データの方から声

を発する、と言われてましたね。今、ノートに

書いてみて感じました。悪くない機能とバグが

多い機能が見えますので、その違いの原因を探

れというのですね」

「そう」

「ありがとうございます。“工夫”の意味が分

かりました」といって急いで帰ってしまった。

　　　　　　　ー■ー■　ー

カウンターの奥の顔が笑っている。

「たしかに、おもしろい店だわ」　　　　◆

データを上手く取れば、「差」のあるところ
に改善の方法が見える。それこそが、その組
織が、すぐに取り組める方法なのである。
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専
門
技
術
職
が
問
わ
れ
る
職
業
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少
々
詳
し
い

知
識
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
だ
け
で
は

「
教
師
」
は
勤
ま
り
ま
せ
ん
。
教
え
る
技

術
は
、
着
任
し
て
か
ら
身
に
付
け
る
と
い

う
の
も
無
責
任
す
ぎ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
資
格
」
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
中
学
校
の
現

場
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
す
。
単
に
、
必

要
な
単
位
が
取
れ
て
い
て
、
わ
ず
か
な
実

習
経
験
程
度
で
教
師
が
勤
ま
る
と
い
う
の

は
、
教
師
と
い
う
職
業
を
“
な
め
て
い
る

”
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
（
ち
な
み
に
、

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
こ
と
で
混
乱
し
て
い

る
の
は
、
ソ
フ
ト
業
界
も
同
じ
で
す
）

　
　
　
　
　
　
■

□

　
選
挙
を
機
に
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
時
、
日
経
新
聞
の
夕
刊
（

）

の
一
面
の
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
の
状

況
に
触
れ
て
い
る
コ
ラ
ム
を
発
見
し
ま
し

た
。
記
事
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
各
科
目
で

ト
ッ
プ
水
準
に
あ
り
、
総
合
読
解
力
で
は

第
一
位
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
以
下
に
、
記
事
の
中
か
ら
一
部
を
引
用

し
な
が
ら
、
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
「
教
師
に
な
る
に
は
、
初
等
教
育
の
レ

ベ
ル
で
も
修
士
の
資
格
が
必
要
で
、
更
に

一
年
間
の
研
修
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
」
よ

う
で
す
。
日
本
で
は
、
た
し
か
二
週
間
程

度
の
実
習
で
お
茶
を
濁
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
長
期
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
日
本
で

も
設
け
よ
う
と
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
の

で
す
が
、
誰
の
た
め
の
研
修
な
の
か
が
曖

昧
に
な
っ
た
り
し
て
、
紛
糾
し
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
（
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た

の
か
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
）
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で

何
度
か
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
私

の
考
え
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
教
育
力
こ
そ
競
争
力
の
源

泉
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
も
、
最
大
の
争
点

と
し
て
「
年
金
」
「
海
外
派
兵
」

「
憲
法
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
「
教
育
」
と
い
う
文

字
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
■

□

　
街
角
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、

「
年
金
」
が
中
心
で
あ
っ
て
、
大

人
の
口
か
ら
「
教
育
」
と
い
う
声

は
聞
か
れ
ま
せ
ん
（
放
送
局
が
返

答
を
誘
導
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
）
。
確
か
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら

れ
て
い
る
の
は
「
年
金
」
に
関
わ
り
の
あ

り
そ
う
な
年
配
者
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
反
応
も
無
理
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
有
権
者
は
、
基
本
的
に
は
学

校
を
卒
業
し
た
人
た
ち
で
す
。
そ
の
よ
う

な
有
権
者
に
と
っ
て
は
「
教
育
」
よ
り

も
、
目
の
前
の
「
雇
用
」
や
「
景
気
」
の

方
に
興
味
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
子
供
は
国
の
将
来
そ
の
も
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
日
本
で
は
子
供
に
は
選
挙
権
は

な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
大
人
が
子
供
の
こ
と
、
子
供

の
将
来
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
選
挙
権
を

持
っ
た
大
人
が
、
二
〇
年
後
の
日
本
を
支

え
る
子
供
た
ち
に
必
要
な
教
育
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
考
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
な
く
と
も
、
そ
れ
が
「
政
治
」
に
は
な
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
こ
う
い
え
ば
、
「
い
や
、
子
供
の
教
育
は

一
番
に
考
え
て
き
た
」
と
い
う
教
育
界
の
人

や
政
治
家
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
実
際

に
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
、
教
育

の
事
情
は
悪
く
な
っ
て
さ
え
い
る
の
で
す
。

権
限
を
持
っ
た
人
が
「
考
え
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
「
変
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
口
で
、
「
若
者
の
教
育

を
・
・
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
考
え
た
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
現
実
の
問
題
と
し
て
、
教
師
と
し
て
の
資

質
が
問
わ
れ
る
よ
う
な
「
教
師
」
が
、
新
聞

の
社
会
面
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
い
や
、
そ

こ
ま
で
落
と
さ
な
く
て
も
、
生
徒
に
信
頼
さ

れ
ず
、
尊
敬
も
さ
れ
て
い
な
い
教
師
は
、
掃

い
て
捨
て
る
ほ
ど
い
ま
す
。
戦
後
の
大
学
の

乱
造
に
始
ま
り
、
教
員
資
格
の
乱
発
が
、
日

本
の
教
育
レ
ベ
ル
を
落
ち
る
と
こ
ろ
ま
で
落

と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
■

□

　
今
か
ら
で
も
教
師
に
な
る
資
格
を
得
る
の

を
、
も
っ
と
厳
し
く
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
教
師
と
い
う
職
業
は
、
教
師
と
し
て
の

人
間
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
間
違
え
れ
ば
子
供
た
ち
の
人
生
を
狂
わ

せ
て
し
ま
う
危
険
な
職
業
で
も
あ
り
ま
す
。

教
え
る
内
容
と
、
教
え
方
に
お
け
る
高
度
な

音音

　
プ
ロ
セ
ス
は
、
行
動
や
判

断
の
品
質
を
安
定
さ
せ
る
に

は
必
要
だ
っ
た
。
だ
が
、
社

員
の
目
が
顧
客
か
ら
離
れ
、

社
内
に
向
け
ら
れ
た
と
き
、

プ
ロ
セ
ス
は
、
厳
守
す
べ
き
ル
ー
ル
と

化
し
、
官
僚
主
義
の
屋
台
骨
と
な
っ

た
。
そ
の
後
は
、
全
て
の
判
断
は
、
こ

の
「
黄
金
に
輝
く
プ
ロ
セ
ス
」
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
凋
落
の
坂
道
を
転
が
り

落
ち
て
い
っ
た
。
何
人
か
の
経
営
者
が

こ
の
転
落
を
止
め
よ
う
と
し
た
が
、
思

考
や
判
断
の
根
底
の
と
こ
ろ
に
「
黄
金

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
組
み
入
れ
た
人
た
ち

に
は
、
「
黄
金
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
否
定

で
き
な
か
っ
た
。

　
九
三
年
に
、
ル
イ
ス
・
ガ
ー
ス
ナ
ー

と
い
う
経
営
者
が
ナ
ビ
ス
コ
か
ら
転
じ

て
き
た
時
は
、
正
直
言
っ
て
驚
い
た
。

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
屋
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
経
営
が

で
き
る
の
か
」
と
。
そ
し
て
一
〇
年
、

そ
の
懸
念
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。
ガ
ー

ス
ナ
ー
は
、
あ
の
「
黄
金
の
プ
ロ
セ

ス
」
を
完
膚
無
き
ま
で
に
打
ち
砕
い

た
。
そ
し
て
、
社
員
を
市
場
に
、
顧
客

に
向
き
直
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
「
プ
ロ
セ
ス
」
が
消
え
た
わ
け
で
は

な
い
。
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
て

い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
嘗
て
の
「
黄
金

の
プ
ロ
セ
ス
」
と
は
違
っ
て
い
る
。
誰

も
が
守
る
べ
き
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
顧
客
と
向
き
合
う
た

め
に
創
造
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
何

度
か
流
用
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
、
三
菱
自
動
車
に
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
営
々

と
守
り
続
け
て
き
た
「
黄
金
の
プ
ロ
セ

ス
」
を
壊
せ
る
か
ど
う
か
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
三
菱
自
動
車

も
、
骨
の
髄
ま
で
染
ま
っ
た
人
に
は

「
黄
金
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
壊
せ
な
い
だ

ろ
う
。

「
手
続
き
が
当
初
の
形
態
と
意
図
か
ら
離
れ
、
ル
ー
ル
が
個
人

の
責
任
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
組
織
で
、
ま
ず
必
要
に
な
っ
た
の

は
プ
ロ
セ
ス
の
破
壊
だ
っ
た
」

　
　
　
　
（
ル
イ
ス
・
ガ
ー
ス
ナ
ー
「
巨
像
も
踊
る
」
よ
り
）

　
記
事
に
は
、
「
こ
の
（
教
師
と
い
う
）
職

業
が
社
会
的
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
」
た
め
、

「
給
料
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
の
に
、
優
秀

な
学
生
の
志
望
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
も
書

か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
か
つ
て
「
で

も
・
し
か
先
生
」
と
揶
揄
さ
れ
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
他
に
仕
事
に
就
け
な
い
た
め

「
先
生
に
で
も
な
る
か
」
「
先
生
に
し
か
な

れ
な
い
」
と
い
う
人
が
、
な
ん
と
か
教
師
に

な
れ
る
た
め
の
単
位
を
履
修
し
て
、
実
習
報

告
を
書
い
て
教
師
の
資
格
を
手
に
し
た
人
た

ち
が
、
学
校
に
赴
任
し
た
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
□

■

　
私
に
は
、
「
教
師
が
尊
敬
さ
れ
な
い
国
」

か
ら
、
明
る
い
展
望
が
開
け
る
と
は
思
え
な

い
の
で
す
。
街
に
は
徘
徊
す
る
若
者
（
一
〇

代
）
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
中
の
二
割

り
ぐ
ら
い
は
、
な
ん
と
か
仕
事
に
就
け
る
機

会
を
得
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
半
数
は
、

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
に
就
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
人
格

を
否
定
さ
れ
る
こ
と
だ
と
は
、
政
治
家
に
は

気
付
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
■

今月の一言

教師が尊敬されない国


